
１．基本情報

２．独立役員・社外役員の独立性に関する事項

a b c d e f g h i j k l
該当
なし

1 社外取締役 ○ 　 　 ○ 有

2 社外取締役 ○ △ 有

3 社外取締役 ○ ○ 有

4 社外取締役 ○ ○ 有
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３．独立役員の属性・選任理由の説明
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４．補足説明

※１ 社外役員のうち、独立役員の資格を充たす者の全員について、独立役員として届け出ている場合には、チェックボックスをチェックしてください。
※２ 役員の属性についてのチェック項目

　a．上場会社又はその子会社の業務執行者
　b．上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与（社外監査役の場合）
　c．上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役
　d．上場会社の親会社の監査役（社外監査役の場合）
　e．上場会社の兄弟会社の業務執行者
　f．上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者
　g．上場会社の主要な取引先又はその業務執行者
　h． 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家
　i． 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）
　j． 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）
　k． 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）
　l． 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）
以上のa～lの各項目の表記は、取引所の規則に規定する項目の文言を省略して記載しているものであることにご留意ください。

※３ 本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」を表示してください。
近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」を表示してください。

※４ a～ｌのいずれかに該当している場合には、その旨（概要）を記載してください。
※５ 独立役員の選任理由を記載してください。

後藤　博孝

西田　弥代

松山　昌司

該当状況についての説明（※４）

後藤博孝氏は、1991年から2007年まで、当社のハウスウエア事業に従事
しておりましたが、退職後15年以上が経過しており、また、退職後は当
社の業務に関与しておりませんので、同氏の独立性は確保されるものと判
断しております。

選任の理由（※５）

独 立 役 員 届 出 書

異動内容
本人の
同意

異動（予定）日

役員の属性（※２・３）

会社名

提出日 2024/5/31

独立役員届出書の
提出理由

番号

2024/6/26

コード天馬株式会社 7958

定時株主総会に社外役員の選任議案が付議されるため。

番号

倉橋氏は、社外役員となること以外の方法で会社の経営に関与したことはありません
が、企業法務の専門家および弁護士としての豊富な経験や専門的知識を有しておりま
す。2020年６月以降は、当社独立社外取締役として、取締役会において、弁護士とし
ての経験を活かして、主にガバナンス・コンプライアンスの視点から、当社の企業価
値の向上に資するよう忌憚のない意見を述べており、2021年４月からは当社の指名・
報酬委員会の委員として任に当たっております。同氏は、2020年６月以降、約４年間
にわたる当社独立社外取締役としての職務の遂行を通じて、当社の事業内容・特性や
課題等について理解を有するに至っており、同氏が有する豊富な経験と高い専門的な
見識を活かすことにより、経営陣から独立した立場から、引き続き当社のガバナンス
機能の向上・透明化に貢献していただけるものと判断しております。また、同氏は取
引所が定める独立役員としての要件を満たしており、一般株主と利益相反が生じるお
それがないと判断し、独立役員に指定しております。

後藤氏は、1991年4月から2007年11月までの当社における勤務経験を通じて、当社製
品の製造、販売に至るまでの当社グループの事業全般について豊富な経験や知識を有
し、さらに当社を退社した以降、会社経営に関与した経験、一般財団法人製品安全協
会での活動などを通じた社会貢献活動にも注力した経験等、会社経営者としてグロー
バルな取引経験を含む豊富な経験と知見を有し、経営の諸問題にも精通しておりま
す。これらの経験を通じて培った会社経営者としての多角的な視点を活かしつつ、当
社グループの事業特性を踏まえた、当社グループ全体のコーポレート・ガバナンスの
強化および企業価値向上のために実効的な監査と的確な助言を通じ、当社の企業価値
向上に貢献していただけるものと判断しております。また、同氏は取引所が定める独
立役員としての要件に満たしており、一般株主と利益相反が生じるおそれがないと判
断し、独立役員に指定しております。

西田氏は、社外役員となること以外の方法で会社経営に関与したことはありません
が、弁護士としての高度な知識と豊富な経験、特に企業法務や労働法務等に関する専
門的知見に加えて、企業不祥事に関する調査委員会の委員を務めた経験なども有して
おります。また、上場企業の取締役会や監査役会における積極的な活動によって内部
統制上の問題解決や企業体質の改善に寄与するなど、社外役員としての豊富な経験を
有しております。さらには、多数の著書を執筆しており、法務分野だけにとどまら
ず、会社経営に必要となる隣接分野の知見も幅広く有しており、これらの知見・経験
を活かして、積極的かつ忌憚のない意見を述べることで、当社グループの企業価値向
上に貢献していただけるものと判断しております。また、同氏は取引所が定める独立
役員としての要件を満たしており、一般株主と利益相反が生じるおそれがないと判断
し、独立役員に指定しております。

松山氏は、社外役員となること以外の方法で会社の経営に関与したことはありません
が、内部統制を含む企業会計の専門家および公認会計士としての豊富な経験や専門的
知識を有しております。2020年6月以降は、当社独立社外取締役として、取締役会に
おいて積極的にガバナンス向上のための発言および提言を行っております。また、
2020年11月に指名・報酬委員会を設置して以降、指名・報酬委員会の委員長として全
ての委員会に出席し、取締役候補者との面談および詳細な検討を通じて、本定時株主
総会に上程すべき取締役候補者の選定に尽力しました。また、同氏が2023年6月より
当社監査等委員である取締役に就任したことにより、監査等委員会において同氏が有
する豊富な経験と専門的知識を活かして多角的な視点、合理的な視点で様々な助言を
いただき、会計に関する事項の監視、監督機能強化することで、当社グループの企業
価値向上に貢献していただけるものと判断しております。また、同氏は取引所が定め
る独立役員としての要件を満たしており、一般株主と利益相反が生じるおそれがない
と判断し、独立役員に指定しております。

社外取締役／
社外監査役

独立役員氏名

倉橋　博文

独立役員の資格を充たす者を全て独立役員に指定している（※１）
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